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２．Honda 寄居新工場における生物多様性保全に係る取組み 

㈱ポリテック･エイディディ 

  

・Honda 寄居新工場建設事業に際しては、事業者が事業実施に伴う環境影響の低減、

代償措置として、ビオトープの保全創出・里山の復元、絶滅危惧動植物の生息生育環境

保全、個体群の保全などの環境保全措置を行ってきた。平成 19 年より約 6 年間実施

してきた生物多様性を保全するための取り組み内容と、ここまでの成果について報告す

る。 

（１）ビオトープの保全創出・里山の復元 

トウキョウサンショウウオやホトケドジョウの生息地となっている水路を樹林と一体

的に保全した。また、事業により、水辺や樹林に分断が生じるエリアに、元々あった放

棄水田や水路を活かしてビオトープを創出した。残置森林や草地では、絶滅危惧植物の

生育地等として環境を保全するとともに、停止されていた里山管理を復活し、多様な生

物が生息生育する里山環境の復元を行ってきた。その後のモニタリング結果と併せて報

告する。 

（２）トウキョウサンショウオの飼育と再導入 

専門家のアドバイスを受けながら、事業により消失する水路に生息していたトウキョウ

サンショウウオの個体を工事期間中一時保護、飼育した。また、同様に保護した卵のう

から発生した幼体を亜成体まで飼育した。ビオトープ整備完了後に、これらの個体の再

導入を行った。その後のモニタリング結果と併せて報告する。 

（３）ホトケドジョウの飼育と再導入 

専門家のアドバイスを受けながら、事業により消失する水路に生息していたホトケドジ

ョウの個体を工事期間中一時保護、飼育した。また、飼育下で産卵させ、個体を増殖し

て、ビオトープ整備完了後に、再導入を行った。その後のモニタリング結果と併せて報

告する。 

（４）ハクウンランの無菌培養と再導入 

専門家のアドバイスを受けながら、事業により消失する樹林に生育していたハクウンラ

ン個体を敷地内の別の樹林に移植するとともに、自生地で採取した種子を無菌培養で増

殖させた。その後、再導入を行い、現在は、敷地内の樹林で保全を継続している。ハク

ウンランは、発見当時、埼玉県内では絶滅とされていたが、遺伝子の保全を目的に多段

階の対策を実施した。その後のモニタリング結果と併せて報告する。 

 



 



 



 



 



 


